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平
成
26
年 

第
１
回
定
例
会
が
２
月
28
日
〜
３
月
20
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
・
平
成
25
年
度
補
正
予
算
を
含
め
、
議
案
25
件
、
意
見
書
１
件
、

請
願
３
件
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、『
議
案
25
件
を
可
決
』、『
請
願
１
件
を
採
択
』、『
意
見
書
１
件
を
否
決
』、『
請
願

１
件
・
陳
情
１
件
を
継
続
審
査
』、『
請
願
１
件
・
陳
情
１
件
を
審
議
未
了
廃
案
』と
し
ま
し
た
。

　議会“苦渋の 決断”
　予算委員会の審議では、議案17号（一般会計予算案）に対し、 ３名 の議員より、 債務負担行為（約68.3億円）を
削除する修正案が提出され審議しました。
　同委員会では、『新給食センター建替における執行部側の説明が不十分 なことを指摘する意見』と『この債務負担行為
を認めなかった場合に給食センター建設に遅れがでる、という意見』で 議論が白熱しました。
� そのような中で、採決の結果は

山𦚰・予算特別委員会委員長が
当該委員会の意思を表明

予算は可決したが、学校給食センターのPFI事業を
進めるにおいては、執行部は、今後とも議会に対
して十分な説明責任をはたされたい

附 帯 決 議

一
般
会
計
予
算
案

債
務
負
担
行
為

　
68
億
３
４
０
０
万
円
を
平
成
27
年
〜
43
年
ま

で
の
17
年
間（
年
約
４
億
円
）、
学
校
給
食
運
営

会
社
に
支
出
す
る

提
案
趣
旨

　
建
替
え
に
よ
る
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開

始
を
平
成
28
年
９
月
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
債
務
負
担
行
為
を
認
め

て
も
ら
わ
な
い
と
、
今
後
予
想
さ
れ
る
生
徒
増

に
対
応
し
た
給
食
の
提
供
が
で
き
な
い

対 決

白 

票

３票

青 
票

11票
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　議会“苦渋の 決断”
　予算委員会の審議では、議案17号（一般会計予算案）に対し、 ３名 の議員より、 債務負担行為（約68.3億円）を
削除する修正案が提出され審議しました。
　同委員会では、『新給食センター建替における執行部側の説明が不十分 なことを指摘する意見』と『この債務負担行為
を認めなかった場合に給食センター建設に遅れがでる、という意見』で 議論が白熱しました。
� そのような中で、採決の結果は

『債務負担行為』って何？

　�一つの事業が単年度で終了せず、後年度においても負担が発

生すること、つまり後年度の負担を確約するんだ！

『附帯決議』って何？

　�予算委員会が議案を可決する際に、委員会の意思を表明する

ための決議。しかし、法的拘束力はないよ！

修

正

案

修
正
内
容

　
債
務
負
担
行
為
68
億
３
４
０
０
万
円
を
一
般

会
計
予
算
案
か
ら
削
除
す
る

提
案
趣
旨

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
議
会
か

ら
の
質
問
に
対
し
、
執
行
部
の
説
明
が
不
十
分

だ
。

　
多
額
の
予
算
や
多
年
度
に
わ
た
る
新
規
事
業

へ
の
投
資
は
、
慎
重
審
議
が
必
要
だ

提 出 者
田
川
　
正
治

川
口
　
晃

太
田
　
健
策

対 決
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平成25年度  補 正 予 算

歳入・歳出の追加   11億3,129万円
一般会計総額    132億8,087万円

主な事業と予算

大川小第２期大規模改造工事

２億5,554万円

北側校舎（３階建て）の外壁
改修・内部改修を行います

大川小増築工事

２億536万円

生徒増に対応するためプール
東側に各階２教室で、３階建
で、合計６教室増築します

粕屋中増築工事

１億9,700万円

生徒増に対応するため南側校
舎（３階建て）に各階２教室、
合計６教室増築します

粕屋中第２期大規模改造工事

２億8,544万円

南側校舎（３階建て）の内部
改修を行います

全員
賛成
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小学校空調設置工事

２億3,962万円

小学校４校、合計142教室に
エアコンを設置します

道路改良新設費

工事請負費補正額

 2,230万円 減額

感染症予防事業費

予防接種委託料

補正額 1,000万円 減額

風しん等ワクチン接種助成金

補正額 450万円 減額

見込んだ人数よりも、接種人
数が少なかったため

障害者福祉サービス事業費

補正額 2,300万円 増額

扶助費の増加が見込まれるた
め

中学校空調設置工事

１億2,580万円

中学校２校、合計74教室に
エアコンを設置します

千代・粕屋線等の街路建設
負担金

補正額 3,300万円 増額

自転車走行レーン設置など、
工法の変更等による負担金増

・防犯灯新設工事費� ▲30万
・町道改良新設工事費� ▲1,300万
・峰屋敷向川原線道路
　　　　新設工事費� ▲900万

妊婦健診支援事業費

委託料 700万円 増額

妊婦健康診査受診者が増えた
ため
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平成26年度  当 初 予 算

歳入・歳出   122億7,600万円
主な事業と予算

乳幼児・子ども医療費
助成事業費

１億7,042万円

０歳から小学校６年生までの
児童に係る健康保険診療対象
となる医療費の一部を助成す
る事業です。

保育施設整備事業

２億2,336万円

新設私立保育園の建設に対する
補助金で、26年度は内橋３区
の毛田池近くに建設されます。

障害者地域生活支援事業

5,211万円

障がい者が自立して生活を営む
ことができるよう、必要な支援
を行うための委託料などです。

こども館整備事業費

1,006万円

新たに、こども館（仮称）を
建設する事業で今年度は設計
費1,000万円を含みます。

町営住宅管理運営事業

１億65万円

内橋団地屋根断熱防水及び外
壁改修工事費を含む事業です。

子育て世帯臨時特例給付
事務費

8,005万円

児童手当の所得制限に満たな
い支給対象者に対して対象児
童一人につき、１万円を給付
する事業です。
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中学校施設整備事業費

1,320万円

粕屋中学校の３期目の改修工
事の設計と非構造部の耐震設
計など。

小学校施設整備事業費

3,142万円

粕屋西小学校の増築設計、非
構造部の耐震改修設計の業務
委託、粕屋西小学校の手すり
改修工事など。中学校教育振興事業費

4,064万円

学力向上に向け、学力テスト
などの委託費、体育大会出場
旅費補助金など。

健康増進事業費

658万円

新規事業で、40歳50歳60歳
を対象に歯周疾患検診を行う
委託料などです。

消防設備設置補助事業費

2,054万円

花ヶ浦区可搬消防ポンプ車購
入や防災無線の維持管理など。

東中学校テニスコート
ナイター設備設置工事費

2,637万円
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議
員
よ
り
出
さ
れ
た
修
正
案

平
成
26
年
度
　
一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論
　

川
口
　
晃 

議
員

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
Ｓ

Ｐ
Ｃ
が
中
に
入
っ
て
お
り
二
次
下
請
け
業

者
の
中
身
が
わ
か
ら
な
い
。
① 

業
務
内
容

に
つ
い
て
の
監
察
が
で
き
な
い
。
②
会
計

を
取
り
寄
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が
で
き

な
い
。
債
務
負
担
行
為
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。賛

成
討
論
　

田
川
正
治 

議
員

　

以
前
の
説
明
で
は
、『
債
務
負
担
行
為
』

は
64
億
円
だ
っ
た
の
が
、
68
億
円
に
ポ
ン

と
上
が
り
、
消
費
税
が
ら
み
だ
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
何
で
切
羽
詰
ま
っ
た
こ
の
時

期
に
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業
を
議
決
さ
せ
る
。

物
事
を
強
行
に
や
ろ
う
と
見
受
け
ら
れ
、

非
常
に
危
機
を
感
じ
る
。

賛
成
討
論
　

本
田
芳
枝 

議
員

　

実
施
方
針
な
ど
公
表
さ
れ
な
い
な
か
で

の
15
年
間
と
い
う
長
期
の
債
務
負
担
行
為

を
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
事
業
は
特
に
情
報
公
開

が
求
め
ら
れ
、
学
校
、
保
護
者
、
町
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
。

賛
成
討
論
　

太
田
健
策 

議
員

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
調
査
で
64
億

円
、
そ
の
後
の
調
査
で
68
億
円
と
増
額
に

な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論
　

小
池
弘
基 

議
員

　

ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
対
応
で
き
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
具
体
的
な
設
計
に
着

手
す
る
た
め
に
債
務
負
担
行
為
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
以
上
計
画
が
遅
れ
る
こ
と
は

給
食
が
提
供
出
来
な
く
な
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。

反
対
討
論
　

長
　
義
晴 

議
員

　

今
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
ウ
エ
ッ
ト
方
式

で
、
い
つ
食
中
毒
が
起
き
て
も
不
思
議
で

は
無
い
環
境
の
な
か
、
現
在
の
建
設
計
画

で
は
平
成
28
年
9
月
し
か
稼
働
出
来
な
い

切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
で
す
の
で
、
早
急
に

建
設
に
取
り
か
か
る
た
め
に
も
反
対
し
ま

す
。反

対
討
論
　

久
我
純
治 

議
員

　

子
ど
も
達
の
た
め
に
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
対
応
可
能
な

給
食
セ
ン
タ
ー
で
運
営
し
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論
　

長
　
義
晴 

議
員

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
今

ま
で
何
回
と
な
く
粕
屋
保
健
所
か
ら
設
備

の
改
善
を
指
導
さ
れ
、
今
後
食
中
毒
な
ど

起
き
な
い
内
に
、
子
供
た
ち
が
安
全
安
心

で
き
る
調
理
場
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
早
急
に

取
り
組
む
事
で
賛
成
致
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　

伊
藤
　
正 

議
員

　

現
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
で
食
中

毒
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
い
。

　

衛
生
管
理
基
準
を
満
た
す
新
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た『
Ｐ
Ｆ
Ｉ
』手
法
が
良
い
。

賛
成
討
論
　

本
田
芳
枝 

議
員

　

債
務
負
担
行
為
の
件
さ
え
な
け
れ
ば
、

私
が
関
わ
っ
た
中
で
最
も
良
い
予
算
案
だ
。

　

す
べ
て
の
事
業
が
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
結
び
つ
き
、
方
向
性
を
見
極
め
な

が
ら
提
案
す
る
と
い
う
形
が
軌
道
に
乗
っ

た
よ
う
で
、
職
員
の
説
明
も
含
め
て
評
価

で
き
る
。

賛
成
討
論
　

小
池
弘
基 

議
員

　

大
川
小
学
校
や
粕
屋
中
学
校
の
増
築
な

ど
、
ま
た
各
小
学
校
・
中
学
校
の
エ
ア
コ

反
対
討
論
　

田
川
正
治 

議
員

　

施
政
方
針
に
お
い
て
、
町
長
が
述
べ
て

い
る
内
容
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
強
力
に
進
め
る
と
い
う
趣
旨
が

あ
り
当
初
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

ン
の
設
置
、
保
育
園
の
新
設
な
ど
重
要
な

予
算
が
含
ま
れ
る
た
め
、
予
算
案
に
賛
成

致
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　

因
　
辰
美 

議
員

　

債
務
負
担
行
為
の
修
正
案
否
決
に
は
、

苦
渋
の
選
択
を
し
た
一
人
で
す
。
修
正
案

を
提
出
さ
れ
た
方
の
意
見
を
十
分
に
認
識

さ
れ
な
が
ら
議
会
に
報
告
を
も
と
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
仲
原
保
育
園
や
中

央
保
育
園
は
木
造
で
老
朽
化
し
て
お
り
地

震
対
策
な
ど
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
事
業

に
邁
進
し
て
ほ
し
い
。

　

施
設
整
備
で
は
１
５
４
０
０
０
万
円
増
、

維
持
管
理
費
で
は
２
１
６
０
０
０
万
円
増
、

給
食
運
営
費
で
は
８
８
０
０
万
円
減
と
い

う
数
字
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
者
の
金
額

は
比
較
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
68
億
円

の
債
務
負
担
は
削
除
で
賛
成
し
ま
す
。
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議案名

監
査
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

粕
屋
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

粕
屋
町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

粕
屋
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
全
部
改
正

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
25
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

議
員
よ
り
出
さ
れ
た
修
正
案

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
予
算

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

粕
屋
町
町
花
、
町
木
の
追
加（
桜
）

○⇒賛成　●⇒反対

ー⇒退席　欠⇒欠席

議案番号 １号 ５号 ８号 11号 12号 13号 14号 17号 17号 18号 19号 20号 24号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 否決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成/反対） 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 4/9 11/3 12/2 12/2 14/0 14/0

付託委員会 総務 総務 総務 建設 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 総務

総　務

山𦚰　秀隆 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

伊藤　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　晃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

建　設

長　　義晴 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

太田　健策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

安河内　勇臣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

因　　辰美 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

福永　善之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○

木村　優子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

３月定例会における、主な議案に対する

各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
☆予算＝予算特別委員会（全議員）
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議員より提出された意見書

件　　　名 提出議員
付　託
委員会

結　　　果

委員会 本会議

国民の「知る権利」を侵害する「特定秘
密保護法」の撤廃を求める意見書

田川　正治
川口　　晃

総務
否決

賛成：２
反対：２

否決

件　　　名 提出者
紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

結　　果

委員会 本会議

学校給食センターを引き続き
公設・公営で行うことを求め
る請願

粕屋町若宮2-19-25
乙須　明人
請願署名　2,291名

太田　健策
川口　　晃
田川　正治

総務 継続審査

件　　　名 提出者
紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

結　　果

委員会 本会議

建設業従事者のアスベスト被
害者の早期救済・解決を図る
よう国に働きかける意見書の
提出を求める請願

福岡県建設労働組合  
粕屋支部
代表　齋藤　眞弘

田川　正治
太田　健策

厚生
採択

賛成：４
反対：０

一部修正
採択

件　　　名 提出者
紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

結　　果

委員会 本会議

「『要支援者に対する介護予防
給付継続』と『利用者負担増の
中止』及び『特養の要介護の
１、２の入所継続』に関する」
意見書を求める陳情

福岡県社会保障推進
協議会
会長　松井　岩見

厚生 継続審査 継続審査

住民より提出された請願書・陳情書
【継続審査会となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】
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る
。

　

町
長
に
責
任
を
追
求
し

て
も
教
育
長
に
任
か
せ
て

あ
る
と
逃
げ
る
。

　

町
長
は
施
政
方
針
で
安

全
安
心
の
町
づ
く
り
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な

町
政
で
い
い
の
か
と
不
安

で
あ
る
。

老
朽
化
し
た

給
食
セ
ン
タ

ー
は
限
界
に
き
て
い
る
。

　

安
心
安
全
な
給
食
施

設
の
建
替
え
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

大
き
く
、
食
数
に
し

て
も
１
０
０
０
食
多

い
。

　

そ
れ
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
49
億
９
０
０
０

万
円
。

　

粕
屋
町
で
は
68
億

円
で
、18
億
１
０
０
０

万
円
の
差
が
あ
る
。

　

だ
れ
が
考
え
て
も

正
し
い
見
積
り
が
さ

れ
て
い
る
と
思
え
な

い
。

　

町
が
従
来
方
式
で
積
算

し
て
い
る
と
、
そ
れ
と
比

較
が
で
き
る
が
、
出
さ
な

い
の
で
正
し
い
判
断
が
で

き
な
い
。

　

そ
れ
と
全
員
協
議
会
で

出
し
た
解
体
撤
去
費
用
が

２
６
４
０
万
円
で
あ
っ
た

が
、
次
に
出
た
金
額
が

７
３
９
２
万
９
０
０
０
円

で
３
倍
近
く
の
金
額
が
出

て
来
て
い
る
。

　

子
ど
も
を
教
育
す
る
立

場
の
教
育
長
以
下
職
員
は

そ
ん
な
事
で
い
い
の
か
と

疑
惑
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

太田　健策 議員

給食センター

旧 焼 却 場

６
日
議
会
で
旧

焼
却
場
解
体
撤

去
の
質
問
を
し
ま
し
た

が
、そ
の
後
何
の
報
告
も

な
い
の
で
質
問
し
ま
す
。

解
体
に
つ
い
て

は
３
月
中
に
設

計
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
環
境
問
題
に
つ

い
て
は
都
市
政
策
部
長
よ

ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
者
に
従

来
型
方
式
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
見
積
り
を
出
さ
せ
た
の

は
誤
り
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
推
進
す
る
業

者
に
見
積
り
を
出
さ
せ
て

正
し
い
見
積
り
が
さ
れ
て

い
な
い
。

　

従
来
型
と
い
え
ば
今
ま

で
町
が
建
設
し
て
き
た
方

法
で
見
積
り
を
出
せ
ば
、

正
し
い
比
較
が
で
き
る
。

　

そ
れ
を
何
回
言
っ
て
も

提
出
し
な
い
。

　

出
せ
な
い
理
由
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

久
留
米
市
の
給
食
セ
ン

タ
ー
と
比
較
す
る
と
建
物

は
久
留
米
市
が
５
７
０
㎡

給食センター建替えPFI導入変更
大塚・教育長／新しい施設に改善してほしい

り
報
告
さ
せ
ま
す
。

　

土
壌
調
査
、水
質
調
査

は
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
別
の
審
議
会
で
説
明
い

た
し
ま
す
。

旧
焼
却
場
撤
去
計
画
は
、

因
・
町
長
／
３
月
中
に
設
計

太
田

教
育
長

太
田

町
長

野
中
・
都
市
政
策
部
長
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木村　優子 議員

制
度
開
始
か
ら

今
年
で
６
年
目

を
迎
え
る
ふ
る
さ
と
納

税
。

　

粕
屋
町
の
現
状
は
。

　

平
成
20
年
～
25
年
で
11

件
、合
計
金
額
は
２
６
２

万
１
５
３
７
円
で
す
。

粕
屋
町
で
は
寄

付
者
に
対
す
る

特
典
は
あ
り
ま
す
か
。

実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

納
税
の
方
法

は
。納

付
書
で
、

金
融
機
関
に

　

粗
品
に
つ
い
て
は
、粕

屋
町
の
特
産
品
を
お
気
持

ち
で
お
送
り
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で

す
。

納
付
手
続
は
、

約
８
割
の
都
道

府
県
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を

導
入
し
、コ
ン

ビ
ニ
払
い
な

ど
簡
素
化
を

進
め
て
い
る
。

　

特
典
を
設

け
て
い
る
と

こ
ろ
も
増
え

て
い
る
。

　

今
後
の
対

応
を
問
う
。粕

屋
町
が

ど
ん
な
と
こ

ろ
か
ネ
ッ
ト

で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
は

因
・
町
長
／
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

発
達
障
害
児
に

対
し
、就
学
前

後
で
わ
け
る
の
で
は
な

く
、出
生
し
て
か
ら
一
貫

し
て
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
な
場
所
が
必
要

と
考
え
る
が
。

広
域
で
施
設
そ

の
も
の
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
取
り

組
む
親
が
、そ

の
役
割
を
積
極
的
に
引

き
受
け
て
い
く
事
が
出

来
る
よ
う
、親
と
子
ど
も

を
支
援
す
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
ペ
ア
レ
ン
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　

我
が
町
で
も
講
座
を

行
っ
て
み
て
は
。

　

町
内
の
障
害
福
祉
関

係
者
や
親
の
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

27
か
ら
29
の
３
年
間

の
障
害
者
計
画
、障
害
福

祉
計
画
の
中
に
も
組
み

入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

補
助
金
や
、関

わ
っ
て
い
く

部
署
な
ど
し
っ
か
り
と

検
討
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

発達障害児への支援の充実を
　水上･住民福祉部長／�障害者計画、障害福祉

計画に組み入れます

木
村

町
長

木
村

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

木
村

木
村

八
尋
・
総
務
部
長

木
村

総
務
部
長

木
村

総
務
部
長

木
村

町
長
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田川　正治 議員
本
議
会
で
は
、

鉄
筋
構
造
の
給

食
セ
ン
タ
ー
計
画
が
、実

は
鉄
骨
だ
っ
た
り
、債
務

負
担
行
為
が
68
億
円
に
な

り
、突
如
４
億
円
も
増
額

さ
れ
、そ
の
他
に
も
今
ま

で
の
説
明
で
曖
昧
さ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
と
調
理
会
社

と
の
間
に
元
請
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
弊
害
が
生
ま

れ
、全
国
で
は
１
つ
の
町

し
か
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
給
食
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
長
の
見
解
を
。

全
国
的
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
が
ふ
え
て
お

り
、教
育
長
の
答
弁
に
も

給食センター債務負担行為68億円削除を
因・町長／ 28年供用開始のために議決を

あ
る
よ
う
に
、50
近
い
自

治
体
が
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

少
な
く
と
も
失
敗
の
な

い
、マ
イ
ナ
ス
の
な
い
、プ

ラ
ス
が
多
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

調
理
業
務
で
は

情
報
公
開
の
責

任
の
な
い
制
度
で
す
の

で
、第
３
セ
ク
タ
ー
よ
り

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
や
県
が
強

力
に
誘
導
し
て
き
た
、土

地
開
発
公
社
や
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
よ
う
に
赤
字
に

な
り
、借
金
を
抱
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

多
額
な
税
金
を
使
う
事

業
は
十
分
な
審
議
を
行
い

慎
重
に
決
定
す
べ
き
。

28
年
９
月
か
ら

供
用
開
始
す
る

た
め
に
、今
３
月
議
会
で

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

の
議
決
を
頂
き
た
い
。

　

子
ど
も
の
安
心
・
安
全

の
食
を
提
供
し
、食
の
教

育
を
し
て
い
く
大
切
な
場

で
あ
り
、待
っ
た
な
し
の

状
況
で
す
。セ

ン
タ
ー
を
建

設
後
、３
年
経

て
ば
町
の
所
有
に
な
る
と

の
説
明
で
し
た
が
、修
繕

費
は
所
有
者
で
あ
る
町
が

持
つ
の
か
。

　

委
託
料
に
含
ま
れ
る
の

か
。

施
設
建
設
後

は
町
の
所
有

に
な
り
ま
す
が
、修
繕
費

は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
中
に
見

込
ん
で
お
り
委
託
契
約
し

ま
す
。

調
理
会
社
に
提

供
す
る
原
材
料

は
固
形
か
、加
工
し
た
も

の
か
、売
買
契
約
を
行
う

の
か
。

　

委
託
料
に
含
ま
れ
る
の

か
。

町
で
食
材
を

買
っ
た
物

を
、そ
の
ま
ま
業
者
に
渡

し
て
、業
者
に
調
理
費
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

田
川

町
長

町
長 田

川

田
川

教
育
次
長

田
川

教
育
次
長

・�

医
療
・
福
祉
・
く

ら
し
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
予
算
編

成
を

・�

来
年
度
改
正
の
介

護
保
険
制
度
へ
の

町
の
対
策
に
つ
い

て

その他の質問

住民本意の予算を
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川口　晃 議員

久
留
米
市
で

は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は

ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
と

い
う
説
明
が
あ
り
、
有
っ

て
無
い
よ
う
な
も
ん
で

す
。

　

そ
こ
に
60
億
円
位
の
金

が
納
め
ら
れ
る
わ
け
で

す
。

　

危
険
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

費
、
人
件
費
な
ど
要
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
町
が
支
払
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
の
仕
組
み

は
、
今
、
初
め

て
聞
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
複
雑
な
仕
組

み
で
す
ね
。

　

60
億
円
は
借
り
ま
せ

ん
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
、
施
設
整
備

費
、
当
初
投
資
す
る
施
設

整
備
費
を
民
間
資
金
の
方

か
ら
融
資
し
て
い
た
だ
く

訳
で
す
。

　

そ
し
て
、
各
将
来
的
な

年
度
年
度
で
維
持
管
理

Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

　
関
・
教
育
委
員
会
次
長
／
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
当
初
施
設
整
備
費
を
民
間
資
金
か
ら
融
資

施
政
方
針
の
時

に
、『
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
』
を
見
直
し

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
し

た
が
、
中
身
を
説
明
し
て

下
さ
い
。

　

今
回
の『
就
園
奨
励
費
』

の
来
年
度
か
ら
の
増
額
に

つ
い
て
、
国
が
示
し
て
お

り
ま
す
額
に
合
わ
せ
ま
し

て
行
う
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
に
か
よ
っ

て
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
も
、
所
得
階
層
に
も
よ

り
ま
す
が
、
最
高
で
30
万

程
度
、
出
る
よ
う
に
来
年

度
か
ら
実
施
い
た
し
ま

す
。

『幼稚園就園奨励費』の見直しの中身は
　安河内・子ども未来課長／�

私立幼稚園は所得により最高30万円程

川
口

関
・
教
育
委
員
会
次
長

野
中
都
市
政
策

部
長
よ
り
、
柚

須
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
社
と
の

折
衝
が
進
行
し
て
い
る
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
進
行
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

し
、
普
通
電
車
の
上
り
、

下
り
線
が
片
方
だ
け
の
場

合
は
、
全
て
駅
舎
側
ホ
ー

ム
に
寄
せ
て
、
全
て
駅
舎

側
か
ら
の
乗
り
降
り
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
改
修
案

で
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
向
け
た
改
修

に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
町
と
の
協
議
に

も
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

南
側
、
駅
舎
側
に
も
う

一
本
の
ホ
ー
ム
を
増
設

川
口

柚
須
駅
の
改
築
・
改
修
計
画
の
進
行
状
況
は

　
野
中
・
都
市
政
策
部
長
／�

南
側
、
駅
舎
側
に
も
う
一
本
の
ホ
ー
ム
を
増
設

野
中
・
都
市
政
策
部
長

川
口

安
河
内･

子
ど
も
未
来
課
長

川
口

粕屋町立西幼稚園
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私
は
、こ
の
事
業

は
高
齢
者
福
祉

の
一
環
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

自
分
で
免
許
試

験
場
に
行
く
者

と
、無
料
で
送
迎
し
て
貰

う
者
が
あ
り
、税
金
の
公

平
負
担
の
視
点
で
行
政
評

価
を
し
て
は
。

運
転
が
可
能
な

方
に
対
し
て
、

『
ど
う
し
て
行
政
が
バ
ス

を
用
意
し
て
無
料
で
送
迎

す
る
の
か
』と
疑
問
に
思

う
町
民
は
い
ま
せ
ん
か
。

粕
屋
町
か
ら

免
許
試
験
場

ま
で
18
キ
ロ
離
れ
て
お

り
、高
齢
者
が
運
転
す
る

に
は
困
難
が
あ
り

ま
す
。

一
般
的
な

年
間
の
走

行
距
離
は
。

個
人
差

は

あ

る
が
、２
０
０
０
～

７
０
０
０
㎞
位
で

す
。

18
キ
ロ
の

送
迎
を
行

政
が
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
か
。

福永　善之 議員
粕
屋
町
発
行
の

広
報
紙
２
月
号

に
『
高
齢
者
運
転
免
許
更

新
バ
ス
利
用
』の
掲
載
が

あ
っ
た
が
。

高
齢
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

こ
の
事
案
は
、

平
成
26
年
度
の

予
算
書
案
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

バ
ス
の
運
行

料
で
あ
る
費

用
は
、交
通
安
全
の
事
務

事
業
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、一
括
し
て
総
務
課

財
産
管
理
費
で
計
上
し
て

高齢者運転免許更新バス利用の評価は
因・町長／許される範囲内の政策だ

い
ま
す
。

予
算
書
案
に
明

記
し
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、こ
の
事
案

の
行
政
評
価
は
、誰
が
で

き
ま
す
か
。

　

議
会
で
評
価
で
き
ま
す

か
。

評
価
は
、
内

部
と
外
部
と

あ
り
ま
す
。

　

内
部
評
価
に
つ
い
て

は
、利
用
さ
れ
る
高
齢
者

は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ

る
。

　

外
部
評
価
に
つ
い
て

は
、行
政
評
価
委
員
の
方

か
ら
質
問
は
あ
り
ま
せ

ん
。

平
成
26
年
度
の

町
長
の
施
政
方

針
に
は
、『
職
員
が
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
…

経
費
削
減
に
努
め
る
』と

あ
る
が
、職
員
か
ら
み
た

こ
の
事
案
の
評
価
は
。

こ
の
費
用
は

マ
ク
ロ
的
な

も
の
で
あ
り
、明
記
に
難

し
い
面
が
あ
る
。

何
が
難
し
い
の

か
。予

算
書
に
明

記
し
な
さ

い
、と
い
う
こ
と
で
す
が
、

紙
面
も
余
計
に
か
か
り
、

そ
こ
ま
で
の
説
明
は
必
要

な
い
、と
思
い
ま
す
。

評
価
に
値
す

る
・
し
な
い
は
、

行
政
の
立
場
で
の
視
点
で

は
。

　

行
政
か
ら
離
れ
た
納
税

者
の
立
場
の
視
点
は
ど
う

か
。

細
か
い
こ
と

で
す
が
、
本

来
な
ら
そ
う
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

福
永

総
務
部
長

総
務
部
長

福
永

福
永

総
務
部
長

福
永

総
務
部
長

総
務
部
長

福
永

福
永

総
務
部
長

総
務
部
長

福
永

福
永

総
務
部
長

福
永

福
永

町
長

町が所有しているバス
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久我　純治 議員

下
区
公
民
館
は

平
成
８
年
の
建

物
で
下
区
の
当
時
人
口
は

７
０
８
名
で
２
３
２
世
帯

で
し
た
。

　

平
成
26
年
１
月
31
日
現

在
、
人
口
２
６
４
８
名
で

１
０
２
８
世
帯
で
す
。

　

65
才
以
上
も
３
９
７
名

で
、
公
民
館
に
は
１
０
０

名
程
し
か
入
れ
な
い
。

っ
て
い
る
。

　

工
事
費
は
行
政
が
60
％

で
地
元
が
40
％
の
負
担
で

す
。

　

災
害
時
は
避
難
場
所
に

な
っ
て
い
る
。

　

安
心
し
て
使
え
る
公
民

館
に
し
て
ほ
し
い
。

各
自
治
公
民
館

の
大
規
模
の
増

改
築
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
計
画
書
を
提
出
し
、
特

別
な
場
合
を
除
き
翌
年
の

予
算
に
計
上
す
る
事
に
な

長
者
原
下
区
の
公
民
館
の
増
改
築
は

大
塚
・
教
育
長
／
地
元
区
長
の
改
修
計
画
書
を
提
出

ケ
ヤ
キ
通
り
の

切
り
す
ぎ
て
枯

れ
た
ケ
ヤ
キ
を
植
替
え
る

と
い
っ
て
３
年
目
、今
が

植
替
え
の
時
期
で
は
。

　

ケ
ヤ
キ
は
今
か
ら
新
緑

で
始
ま
っ
て
、秋
は
真
赤

な
葉
、人
の
心
の
癒
し
で

す
。

　

夏
の
暑
い
日
は
人
々
の

木
陰
は
、す
さ
ん
だ
人
の

心
の
楽
園
で
す
。

　

剪
定
の
目
的
は
、住
民

か
ら
の
見
通
し
の
悪
さ
の

指
摘
、ま
た
、交
通
や
信
号

機
の
視
界
確
保
、大
型
車

の
接
触
、風
に
よ
る
電
線

の
接
触
を
防
ぐ
た
め
。

　

切
り
す
ぎ
て
枯
れ
た
木

は
３
月
中
に
植
替
え
ま

す
。

枯れたケヤキ通りの木の植替えは
野中・都市政策部長／今年度３月中に植替えます

久
我

教
育
長

昔
、玄
海
彫
刻

の
岬
恋
の
浦
が

あ
っ
た
、一
年
中
公
園
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、冬
の

駕
与
丁
公
園
は
殺
風
景
に

見
え
る
。

　

公
園
内
に
彫
刻
や
歌

碑
を
接
置
し
て
芸
術
、桜
、

バ
ラ
と
で
、公
園
一
周
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、日
本

一
の
公
園
に
し
て
ほ
し
い

し
、公
園
の
充
実
を
。

冬
は
公
園
の
緑

の
中
に
渡
り
鳥

が
来
ま
す
。

　

県
レ
ベ
ル
の
公
園
で
あ

り
、桜
や
バ
ラ
祭
り
が
あ

り
ま
す
。

　

彫
刻
は
彫
刻
と
し
て
、

今
後
の
財
政
状
況
な
ど
含

め
て
考
え
な
が
ら
、今
後

の
検
討
課
題
だ
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。

駕
与
丁
公
園
を
彫
刻
と
歌
碑
で
充
実
を

因
・
町
長
／
財
政
状
況
な
ど
含
め
て
今
後
の
検
討
課
題

久
我

町
長

久
我

野
中
・
都
市
政
策
部
長 春を待つケヤキ通りの欅の木

長者原下区の公民館
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小池　弘基 議員

行
政
区
単
位
で

の
自
主
防
災
組

織
の
促
進
を
図
っ
て
、町

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
具
体
的
な
対
策
を

尋
ね
ま
す
。

　

全
て
の
行
政
区
に
お
い

て
自
主
防
災
組
織
の
早
期

創
設
に
向
け
た
支
援
制
度

を
設
け
、地
域
の
安
全
点

検
や
防
災
訓
練
を
通
し
、

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

豪
雨
に
よ
る
自

然
災
害
時
に
想

定
さ
れ
る
危
険
箇
所
と
対

策
を
尋
ね
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
に
校
区

別
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
配

布
し
て
お
り
平
成
26
年
度

は
、土
砂
災
害
警
戒
区
域

が
指
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
の
防
災
マ
ッ
プ

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

地
震
に
よ
り
若

宮
区
２
丁
目
に

あ
る
、箱
田
重
三
氏
の
石

碑
の
倒
壊
の
危
険
性
は
あ

る
の
か
、ま
た
移
設
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

大
正
14
年
５
月
に
建
立

さ
れ
て
お
り
、平
成
23
年

４
月
に
、当
時
の
若
宮
行

政
区
長
か
ら
、地
震
時
倒

町
道
に
通
り
名

を
付
け
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、そ
の

後
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。現

在
３
つ
の
路

線
で
名
称
を
つ

け
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以

降
は
、こ
れ
と
い
っ
た
名

称
は
つ
け
て
お
り
ま
せ

ん
。

以
前
、通
り
名

委
員
会
で
10

数
か
所
の
候
補
路
線
の

名
称
が
選
定
さ
れ
、広
報

か
す
や
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
が
。

粕屋町の通り名運動の現状は
因・町長／今現在、３つの路線で名称を

つけています　　　　　　　

　

道
路
の
愛
称
に
つ
き

ま
し
て
は
、そ
の
当
時
、

広
報
か
す
や
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集

し
、
34
点
の
応
募
が
あ

り
、粕
屋
町
の
通
り
名
を

考
え
る
会
で
、12
路
線
が

選
定
さ
れ
、広
報
か
す
や

で
の
意
見
聴
取
・
議
会
・

区
長
会
に
説
明
と
報
告

を
お
こ
な
い
、最
終
的
に

３
路
線
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
路
線
が
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

壊
の
危
険
性
と
朝
夕
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
歩
行
者
の
安

全
確
保
の
た
め
に
移
転
の

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

個
人
の
敷
地
内
に
あ
り

ま
す
記
念
碑
は
、所
有
者

の
方
の
責
任
に
よ
っ
て
安

全
性
の
管
理
が
行
わ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

自
然
災
害
へ
の
対
策
と
現
状
は

八
尋
・
総
務
部
長
／
自
主
防
災
組
織
の
促
進
を
図
り
ま
す

小
池

町
長

小
池

箱田重三氏の石碑

役場前のさくら通り

小
池

小
池

小
池

安
川
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

八
尋
・
総
務
部
長

野
中
・
都
市
政
策
部
長

八
尋
・
総
務
部
長
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収
入
を
確
保
す

る
方
策
は
。

都
市
計
画
に
よ

る
人
口
の
増
加

及
び
優
良
な
企
業
を
誘
致

し
て
の
税
金
の
確
保
な
ど

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
で

考
え
ま
す
。行

財
政
運
営

は
、施
政
方
針

ど
お
り
積
極
的
に
推
し
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
行
き
過
ぎ
た
も
の
や
、

過
大
な
仕
事
量
に
な
ら
な

い
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を

勧
め
て
い
く
こ
と
を
要
望

す
る
。

山𦚰　秀隆 議員

粕屋町消防団の早朝訓練の様子

町
長
は
こ
の
一

年
を
今
後
の
町

の
発
展
を
見
据
え
た
上

で
、防
災
減
災
対
策
を
集

中
し
て
行
い
、人
口
の
増

加
を
予
測
し
た
都
市
計
画

の
見
直
し
や
町
の
基
盤
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
。

　

財
政
的
な
面
や
人
的
要

求
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
ず
消
防
団
員
の
処
遇

に
つ
い
て
聞
く
。

今
回
、退
職
報
奨

金
を
全
階
級
一

律
５
万
円
引
き
上
げ
る
と

同
時
に
出
動
手
当
を
３
千

円
に
し
ま
す
。

消
防
団
員
に
女

性
の
登
用
を
。

対
等
に
渡
り
合
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、平
成
28

年
度
か
ら
の
10
年
間
の
総

合
計
画
の
な
か
で
市
を
目

指
し
た
基
盤
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
た
め
で
す
。

将
来
の
粕
屋
町

の
基
盤
づ
く
り

の
財
政
計
画
は
。

実
質
公
債
比
率

は
、こ
こ
３
年

で
18
％
を
超
え
て
い
ま
し

た
が
次
年
度
以
降
は
減
少

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
持
ち
出
し
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
国
の
財
政

計
画
や
経
済
の
動
向
を
見

極
め
、公
債
費
の
平
準
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
ず
町
職
員
の
中
か
ら

考
え
て
は
。組

織
さ
れ
て
い

る
他
市
町
を
調

査
研
究
し
考
え
て
み
ま
す

が
災
害
現
場
で
は
女
性
職

員
は
難
し
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

都
市
計
画
部
門

の
分
離
独
立
を

考
え
て
い
る
が
。

今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の

様
々
な
開
発
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、新
し
く
道
路
も

完
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
10
年
、15
年

先
と
考
え
た
と
き
、係
だ

け
で
担
う
の
は
重
す
ぎ
ま

す
。

　

専
門
家
を
養
成
し
県
と

平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
と
は

因
・
町
長
／
市
を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
を

山
𦚰

町
長

山
𦚰

町
長

町
長

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

副
町
長

副
町
長

山
𦚰
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本田　芳枝 議員

PFI方式による事業形態のしくみ

粕　屋　町

事 業 契 約

金融機関

出資企業

融資

出資

特別目的会社
（SPC）
粕屋町学校
給食サービス
（仮称）

SPCとの
直接契約

構 成 企 業

◎◎設計

△△建設

○サービス

◆◆調理

□□運送

町
は
昨
年
１
年

間
で
計
６
億
円

の
補
助
金
を
土
地
開
発
公

社
に
補
て
ん
し
た
。

　

多
額
の
税
金
を
投
入

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

現
在
の
公
社
の
債
務
は

４
億
７
千
万
円
に
も
達
し

て
い
る
。

　

ま
た
老
朽
化
し
た
給
食

調
理
場
の
建
設
問
題
で
特

定
目
的
会
社
と
15
年
間
の

長
期
契
約
を
交
わ
そ
う
と

し
て
い
る
。

　

市
政
移
行
の
可
能
性
も

見
え
て
き
た
今
、
決
断
の

時
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
の
覚
悟
を
問
う
。

　

①
土
地
開
発
公
社
へ
の

債
務
補
填
に
関
し
て
町
民

粕屋町政の舵取りの覚悟を問う
因・町長／課題と困難に立ち向かい未来をひらく

へ
の
説
明
責
任
は
。

過
去
か
ら
の
正

の
遺
産
、
負
の

遺
産
を
受
け
取
り
な
が

ら
、
現
在
の
課
題
と
困
難

に
立
ち
向
か
い
、
望
ま
し

い
未
来
を
拓
く
と
い
う
の

が
私
の
役
目
で
あ
り
仕
事

だ
。

　

そ
う
い
っ
た
覚
悟
の
も

と
に
、
清
算
を
し
よ
う
と

取
り
組
ん
だ
。

そ
の
姿
勢
は
高

く
評
価
し
て
い

る
が
、
町
民
へ
の
説
明
が

一
切
な
い
の
は
。

町
の
運
営
に
と

っ
て
補
助
金
の

６
億
円
が
妥
当
な
も
の
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
説
明
を

す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

②
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
給
食
セ

ン
タ
ー
建
替
え
で
実
施
方

針
、
要
求
水
準
書
の
公
表

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

全
体
の
金
額
68
億
円
と

い
う
債
務
負
担
行
為
の
数

字
だ
け
し
か
明
文
化
さ
れ

て
い
な
い
の
は
。

　

た
く
さ
ん
の
項
目
が
あ

り
、
そ
の
協
議
が
整
っ
た

ら
公
表
の
予
定
。

給
食
セ
ン
タ
ー

で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
や
っ
て
失
敗
し
た
例
は

聞
い
て
い
な
い
。

　

今
に
合
う
適
切
な
措
置

が
で
き
る
施
設
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
方
向
に
心
を
固

め
た
と
こ
ろ
。

　

理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

15
年
経
っ
た
給

食
セ
ン
タ
ー
の

例
は
な
い
。

　

施
設
の
老
朽
化
は
他
の

施
設
で
も
喫
緊
の
課
題

だ
。

　

48
施
設
中
41
か
所
の
建

替
え
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
を
契
機
に
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
見
込

ん
だ
予
算
を
当
初
か
ら
組

ん
で
ほ
し
い
。

本
田

本
田

町
長

町
長

本
田

町
長

関
・
教
育
次
長

本
田
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委　　　　員：太田　健策

委　　　　員：安河内勇臣

委　　　　員：川口　　晃

議会を聞きに来ませんか〜
　３階傍聴席入口で、お名前を記入し入るだ

けです。

　途中入退場も可能です。

一度足を運んでみられませんか♪

町民の皆さまのお越しをお待ちしております。

日　　時　５月16日(金)
　　　　　午後７時〜午後８時30分(予定)
　　　　　受付開始　午後６時30分
場　　所　サンレイクかすや　多目的ホール
報告事項　１．平成25年度補正予算
　　　　　２．平成26年度当初予算
　　　　　３．学校給食センター建設の進捗状況
　　　　　４．質疑応答

『粕屋町議会報告会』を開催します
問合せ　粕屋町議会事務局 ☎938-0161

次回６月議会は…
６月６日（金）　９：30開始予定

９日（月）　９：30 〜
　　　　　　　一般質問予定

このページの記事担当は、川口 晃でした

よ
ろ
し
く

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

新任の議会事務局主幹　髙榎　元さん

３月25日（火）
ホタルの幼虫1,000匹放流
駕与丁公園のせせらぎ水路に仲原保育所、
中央保育所、西保育所の園児114名

昨年の議会報告会の様子
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